
２月７日（水）、国土交通省航空局は「第１回 航空整備士・操縦士
の人材確保・活用に関する検討会」を開催しました。これは、今後の
航空需要の増加を支え、航空業界の持続的な発展を推進するため、
航空機の運航に必要な航空整備士と操縦士の人材確保等の対策を議論
する有識者会議となります。特に整備士は、コロナ禍以降、専門学校
の入学者が大幅に減少し、高齢化で今後大量退職が見込まれている
など厳しい状況にありますが、航空連合ではかねて職場の課題認識に
基づく提言を策定・発信してきました。同検討会での議論に航空連合
の主張が反映されるよう、積極的に取り組んでいきます。
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検討会には航空連合・長谷川事務局長もオブザーブ参加（写真奥・右から１人目）しました
（出典：Aviation Wire）
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